
報

蒜

諜

竺

二
朋
弱

研

究

状

況

斑

研

究

東

方

部

古
史
新
語

姓
長

林

巳
姦
夫

前
年
に
ひ
き
つ
づ
き
'
中
国
新
石
器
時
代
か
ら
秦
漠
時

代
ま
で
の
'
出
土
資
料
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
'
班

員
の
研
究
饗
表
を
'
隔
週
で
お
こ
な
っ
て
い
る
.
前
岡
の

｢中
国
文
明
の
諸
源
流
｣
班
を
ふ
-
め
て
'
首
班
で
番
表

さ
れ
た
も
の
の
う
ち
'

い
く
つ
か
を
､
『古
史
春
秋
』
第

四
窮
と
し
て
公
刊
し
た
｡

中
国
近
世
の
法
制
と
融
合

斑
長

梅
原

郁

唐
代
に
1
つ
の
ピ
ー
ク
に
遷
し
た
中
国
の
法
制
は
'
い

わ
ゆ
る

｢律
令
制
度
｣
の
名
と
と
も
に
日
本
で
も
多
-
の

研
究
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
｡
ま
た
､
元
代
の
法
制
は

『元
典
章
』
や

『通
制
保
格
』
な
ど
を
通
し
て
本
研
究
所

で
も
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
た
｡
そ
の
中
間
に
あ

り
､
し
か
も
中
国
法
制
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
エ
ポ
ッ
ク

で
あ
る
末
代
の
法
制
に
つ
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も

十
分
に
究
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
に
く
い
｡
本
共
同
研

究
は
'
南
末
の

『慶
元
保
法
事
類
』
と
'
最
近
そ
の
存
在

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
板

『清
明
集
』
の
合
講
を

通
じ
て
'
律
令
時
代
か
ら
勅
令
時
代
へ
の
移
行
'
地
方
末

端
で
中
央
の
勅
令
が
ど
の
よ
う
に
具
髄
的
に
運
用
さ
れ
て

い
た
か
等
の
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
か
ら
追
求
す
る
｡

嚢

報

現
在
'
毎
週
'
『候
法
事
類
』
と

『清
明
集
』
を
交
互
に

蔑
み
な
が
ら
'
問
題
鮎
を
検
討
し
っ
つ
あ
わ
せ
て
現
代
語

帯
と
詳
証
を
作
成
し
て
い
る
｡
本
年
度
は
前
者
は
金
第
七
'

職
制
門
四
ま
で
'
後
者
は
恵
三
賦
役
門
ま
で
讃
み
進
ん
で

い
る
｡

古
代
中
国
の
科
挙

班
長

山
田

慶
兄

一
九
八
二
年
度
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き
た

班
研
究

｢古
代
中
国
の
科
学
｣
は
､
八
七
年
三
月
で
終
了

し
た
｡
そ
の
間
'
『責
商
内
経
太
秦
』
の
静
注
の
初
稿
を

完
成
し
'
そ
れ
と
並
行
し
て
仁
和
寺
本

『太
秦
』
の
索
引

の
初
稿
を
作
成
し
た
｡
研
究
報
告
は
'
で
き
れ
ば
八
八
年

度
中
に
出
版
し
た
い
と
考
え
て
い
る
.
ま
た
'
索
引
の
初

稿
は
八
七
年
度
中
に
印
刷
に
付
し
'
楊
上
善
の
注
を
使
っ

て
可
能
な
か
ぎ
り
破
損

･
畠
食
い
な
ど
で
失
わ
れ
た
本
文

の
復
元
を
お
こ
な
い
､
定
稿
を
仕
上
げ
て
'
い
ず
れ
出
版

す
る
方
針
で
あ
る
｡
同
時
に
進
め
て
き
た

『閃
元
占
笹
』

の
合
譜
は
六
十
九
巻
ま
で
を
終
了
､
本
年
度
以
後
も
全
百

三
十
金
を
讃
了
す
る
ま
で
鰹
績
す
る
後
足
で
あ
る
.

中
国
科
挙
史
文
献
研
究

班
長

山
田

慶
兄

一
九
八
七
年
度
か
ら

｢中
国
科
挙
史
文
献
研
究
｣
姓
を

組
織
L
t
三
か
年
に
わ
た
っ
て
､
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り

上
げ
て
こ
な
か
っ
た
諸
種
の
文
献
の
検
討
を
進
め
て
ゆ

く
｡
と
り
あ
げ
る
文
献
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
｡
一

つ
は
'
最
近
出
土
し
た
科
挙
文
献
の
う
ち
､
『
新
寄
現
中

国
科
撃
史
資
料
の
研
究
･
評
注
篇
』
を
公
刊
し
た
時
粘
以

後
に
公
表
さ
れ
た
も
の
｡
そ
の
静
注
は
'
前
掲
書
の
補
遺

と
し
て
'
『東
方
学
報
』
に
抱
載
し
て
ゆ
く
橡
走
で
あ
る
｡

一
つ
は
､
中
国
科
学
の
個
個
の
達
成
よ
り
も
む
し
ろ
'
中

国
科
学
の
方
法

･
思
想

･
組
績
､
あ
る
い
は
外
国
の
知
識

の
受
容
過
程
な
ど
が
よ
く
わ
か
る
'
科
挙
の
す
べ
て
の
分

野
に
わ
た
る
文
戯
｡
た
と
え
ば
'
『宋
史
』
天
文
志
に
収

め
る
沈
括
の
揮
儀

･
浮
漏

･
景
表
の
三
議
は
､
た
ん
に
天

文
器
械
装
置
の
構
造
を
論
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
'
観
測

論

･
観
測
器
械
史
と
し
て
も
出
色
の
文
章
で
あ
る
｡
『
新

修
本
草
』
以
下
の
本
草
書
に
み
え
る

｢序
例
｣
は
い
わ
ば

薬
物
学
概
論
で
あ
り
'
中
国
科
挙
に
お
け
る
量
的
方
法
の

意
味
を
み
ご
と
に
開
示
し
て
い
る
.
ま
た

『崇
禎
暦
書
』

に
は
西
洋
科
挙
受
容
の
過
程
と
様
態
が
記
録
さ
れ
て
い

る
｡
こ
う
し
た
文
厭
の
検
討
を
通
し
て
'
中
国
科
学
の
特

質
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
｡
合
議

に
と
り
あ
げ
た
文
献
は
評
注
を
作
っ
て
編
集

･
出
版
し
'

ま
た
別
に
研
究
論
文
も
順
次

『東
方
撃
報
』
に
敬
表
し
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
｡
な
お
'
『開
元
占
経
』
に
つ

い
て
も
'
と
り
あ
え
ず
引
用
書
目
索
引
を
作
成
す
る
橡
定

で
あ
る
｡

こ
の
期
間
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
研
究
報
告
は
左
記
の
通

り
で
あ
る
｡

四

月
二
八
日

六

月
三
〇
日

九

月
二
二
日

1
0
月

六

日

1
1月
1
七
日

一
二
月

八

日

1
二
月

7
五
日

属
鵜
侍
詮

山
田

慶
兄

内
観
か
ら
内
丹
へ
-
晴
唐
時
代
の

養
生
法
1

坂
出

群
伸

日
中
暦
学
交
流
史
の
中
の
周
岐
来

清

書
星

『傷
塞
論
』
の
歴
史

赤
据

昭

狐
剛
子

･
江
俺
と

『
周
易
参
同

契
』

坂
出

群
伸

『嘗
心
方
』
等
の
高
血
歴
症
の
主

治
穴

高
島

文

一

鹿
野
帝
と
西
洋
科
学

清

吉
星

中
国
化
学
史
研
究
に
つ
い
て

清

吉

星

七
五
一



東

方

孝

報

文
人
の
生
活

班
長

荒
井

健

1
九
八
六
年
度
よ
り
向
う
五
年
の
橡
定
で
'
蕃
中
国
の

文
人
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
'
｢
江
南
文
人
の
研
究
｣
班

の
成
果
を
ふ
尊
兄
､
精
細
的

･
物
質
的
両
面
か
ら
綜
合
的

な
検
討
を
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
目
的
で
'
本
研
究
班
を

零
足
さ
せ
る
｡
膏
江
南
文
人
斑
よ
り
は

1
屠
贋
範

･
包
括

的
な
テ
ー
マ
を
あ
え
て
抱
げ
た
の
は
'
班
員
お
の
お
の
の

関
心
の
あ
り
よ
う
か
ら
し
て
'
研
究
封
象
を
む
し
ろ
限
定

し
な
い
ほ
う
を
よ
し
と
考
え
た
の
で
あ
る
｡
研
究
の
進
め

か
た
と
し
て
は
'
膏
班
と
同
じ
く
'
下
記
の
と
お
り
各
分

野
の
報
告
と
並
行
し
て
'
十
七
世
紀

･
明
末
の
代
表
的
な

文
人
趣
味
文
献
た
る
文
震
亨

｢長
物
志
｣
の
合
講
を
漬
け

る
｡
今
期
は
巻
六

.

部
)
を
讃
了
し
た
｡

五

月
二
二
日

六

月
二
六
日

1
0
月

1
六
日

二

月
二
七
日

一
二
月
二
五
日

目
録
撃
の
諸
問
題

七

･
九

･
十
お
よ
び
五

･
十
二

(
一

畑
正
高
氏
に
聞
-

(香
の
薫
物
と

説
明
)

陽
明
文
庫
に
て
親
書

藤
井
有
鄭
館
文
物
参
観

〓
ハ
世
紀
の
日
中
貿
易

五

月

1
1
日

五

月
二
五
日

六

月

八

日

七

月

六

日

九

月
二
八
日

1
0
月

1
1
1日

1
0
月
二
六
日

H

月

九

日

一
二
月

七

日

『
日
本
風
土
記
』
に
見
え
る
明
代

英
語

赤
松

藤
子

コ
ー
ク
ン
文
書
中
の
漢
語
語
柔

-
音
韻
史
的
検
討
-

高
田

時
雄

書
評
‥
余
廼
永

『上
古
青
系
研

究
』

林

武
責

黄
侃
名
字
解
詰

漆
原

達
郎

『東
音
譜
』
｢
五
十
母
字
音
秤
｣

に
つ
い
て

森

博
達

現
代
中
国
語
に
お
け
る

｢陰
陽
封

韓
｣
に
つ
い
て

尾
崎
雄
二
邸

漢
字
前
史
試
論

阿
辻

哲
次

上
田
正

『慧
琳
反
切
線
覚
』
に
つ

い
て

矢
放

昭
文

『
青
竜
逢
源
』
の
字
音

-
現
代
北
京
語
と
の
比
較
-

岩
田

憲
章

文
人
と
隠
逸

(梼
)

班
長

脇
田

晴
子

茂
木

信
之

尾
崎
雄
二
邸

今
年
度
'
｢
目
録
撃
の
諸
問
題
｣
班
の
目
録
班

(A
班
)

で
は
'
前
年
度
に
引
磨
き
黄
玉
烈

『土
樽
居
戒
書
題
顔

記
』
の
合
講
を
進
め
た
｡
婚
富
者
は
'
池
田
秀
三
･
西
村

富
美
子

･
新
保
敦
子

･
李
鋲
清

･
愛
甲
弘
志

･
宇
佐
美
文

理

･
井
波
陵

一
･
島

i
･
井
上
進
の
計
九
名
で
あ
っ
た
.

1
万
㌧
小
学
斑

(B
斑
)
の
研
究
題
目
及
び
そ
の
額
表

者
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡

7
九
八
七
年

四

月
二
七
日

最
近
の
中
国
に
お
け
る

『
設
文
解

字
』
研
究
に
つ
い
て

阿
辻

哲
次

輪
形
期
の
中
国

班
長

竹
内

賓

現
代
中
国
の
多
角
的
な
分
析
と
そ
の
綜
合
を
め
ざ
し
て
､

各
班
員
の
研
究
報
告
'
討
論
を
中
心
に
研
究
合
を
つ
み
か

さ
ね
へ
三
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
た
｡
こ
の
成
果
は
論
文

集

『韓
形
期
の
中
国
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
'
近
々
刊
行

像
走
で
あ
る
｡
な
お
'
八
七
年

一
月
よ
り
三
月
末
ま
で
の

研
究
合
の
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

1
月

1
七
日

周
立
汝
創
作
簡
論

阿
楓
耶
順
宏

中
国
現
代
文
撃
学
舎
に
参
加
し
て

吉
田

富
夫

1
月
三

7
日

中
国
農
村
杜
合
経
済
構
造
の
変
容

分
析

石
田

浩

｢模
範
｣
の
宣
侍
と
自
主
性

小
島

朋
之

二

月
二

1
日

野

好

意

又楯
船
∀

に
つ
い
て

七
五
二

坂
井
東
洋
男

教
育
の
近
代
化
と
教
師
養
成
教
育

中
島

勝
住

二

月
二
八
日

ア
メ
-
カ
に
お
け
る
中
国
人
留
学

生

楠
原

俊
代

盛
世
才
の
新
頭
支
配
と
毛
帯
民
の

死

伊
原
吉
之
助

三

月
二
八
日

呉
噂
の
死

小
山

三
郎

北
京
の
春

山
田

敬
三

現
代
中
国
と
孔
子

河
田

悌

一

孫
中
山
研
究
よ
り
見
た

｢韓
形
斯
｣

の
歴
史
聾

狭
間

直
樹

国
民
革
命
の
研
究

狭
間

這
樹

本
年
も
後
前
ど
お
り
'
国
民
革
命
時
期

(前
後
の
五
四

運
動
期
と
抗
日
戦
争
を
含
む
)
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
き
､

各
鉱
員
が
研
究
曹
表
を
お
こ
な
っ
た
O
な
お
'
1月
か
ら

六
月
に
か
け
て
研
究
所
客
員
研
究
員
と
し
て
迎
え
た
王
撃

荘
先
生

(中
国
社
合
科
学
院
近
代
史
研
究
所
副
研
究
員
)

は
'
研
究
班
へ
の
参
加

･
研
究
覆
表
の
は
か
'
十
同
に
わ

た
る
民
国
初
年
の
文
語
倦
書
簡
文
を
材
料
と
す
る
講
譲
合

を
主
宰
さ
れ
た
｡
本
国
研
究
者
な
ら
で
は
の
詳
細
か
つ
明

確
な
史
料
講
講
に
'
各
斑
員
大
い
に
啓
零
を
う
け
た

(請

譲
合
の
う
ち
'
五
月
二
二
日
と
六
月
二
六
日
は
午
前
中
に

開
催
)
｡

こ
の
ほ
か
'
以
下
の
中
国
の
諸
先
生
が
'
本
研

究
班
も
し
く
は
本
研
究
班
後
援
の
研
究
合
に
参
加
さ
れ
'

先
生
方
の
研
究
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
｡

○
妾
義
華
先
生

(
一
月
二
三
日

復
旦
大
学
歴
史
系
教
授

･
早
相
田
大
草
交
換
研
究
員
)

本
研
究
所
訪
問
の
磯

合
に
研
究
費
表
を
お
願
い
し
た
も
の
.L

o

王
演
先
生

(九
月
七
日

中
共
中
央
薫

史
研
究
室
主
務

委
員

･
教
授
)

中
国
中
共
貴
史
研
究
合
訪
日
園
の
一

員
と
し
て
'
逢
先
知
教
授

(中
共
中
央
文
戯
研
究
室
副

主
任
)
･
琵
裕
尭
副
教
授

(同
研
究
重
宝
務
委
員
)
と



と
も
に
研
究
所
来
訪
の
際
'
本
研
究
班
に
参
加
さ
れ
た

も
の
｡

o
陳
錫
頑
先
生

(
二

月

一
五
日

中
山
大
学
歴
史
系
教

授
)
'
張
霜
先
生

(虞
東
省
社
食
科
学
院

副
院
長

･
研

究
員
)
'
方
式
光
先
生

(同
院
孫
中
山
研
究
所
副
所
長

･
副
研
究
員
)

孫
文
研
究
合

(代
表
山
口
1
都
民
)

が
主
催
L
t
本
研
究
班
及
び
辛
亥
革
命
研
究
合
が
後
援

し
た
孫
文
研
究
学
術
報
告
合
で
研
究
敬
表
を
さ
れ
た
も

の
｡

五

月

1
五
日

五

月
二
二
日

1
月
二
三
日

二

月

一
三
日

二

月
二

〇
日

二

月
二
七
日

三

月

六

日

三

月

一
〇
日

三

月

一
三
日

三

月
二
五
日

三

月
二
七
日

四

月

一
七
日

四

月
二
四
日

五

月

八

日嚢

胡
適
輿
〝

全
盤
西
化
論
″妻

義
挙

家
族
制
度
と
民
法
改
正

小
野

和
子

孫
文
の
護
法
に
つ
い
て

松
尾

洋
二

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

嬰
荘

康
有
馬
と
木
戸
孝
允
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
分
割
に
封
す
る
見
解メ

ル
ヒ
ョ
ル

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

撃
荘

民
国
初
年
文
言
書
信
選
清三

撃
荘

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

撃
荘

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

畢
荘

大
革
命
時
期
的
国
民
薫
呉
江
林
業
部

王

撃
荘

三
大
政
策
と
黄
靖
軍
校

狭
間

直
樹

五
四
運
動
前
後
の
上
海
労
働
運
動

報

五

月
二
九
日

六

月

五

日

六

月

一
二
日

六

月

7
九
日

六

月
二
六
日

江
田

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

民
国
初
年
文
言
書
信
選
講王

華
西
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー森

民
国
初
年
文
言
書
信
遥
讃王

勢
工
神
聖
の
麺
包

小
野

楊
資
江
の
教
育
思
想

中
島

憲
治

撃
荘

畢
荘

時
彦

勝 信 撃
佳 爾 荘

九

月

七

日

九

月
二
五
日

7
0
月

二

日

一
〇
月

九

日

7
0
月

1
六
日

1
0
月
二
三
日

7
0
月
三
〇
日

1
1
月

六

日

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

撃
荘

民
国
初
年
文
言
書
信
選
讃王

畢
荘

園
民
政
府
の
民
法
制
定
に
つ
い
て

中
村

哲
夫

閲
於

三
1大
政
策
″

口
親
的
誕
生

狭
間

直
樹

閲
於
中
国

三
1大
政
策
″
研
究
状

況
的
介
紹

王

棋

院
西
省
に
お
け
る
国
民
軍
と
農
民

協
合
運
動

菊
池

l
陸

産
仲
憶
と
第

一
次
国
共
合
作

北
村

稔

萌
芽
期
の
東
北
文
学

村
田

裕
子

清
末
天
津
商
合
の
構
成
内
容
と
機

能
に
つ
い
て

林
原

文
子

孫
文
と
五
四

松
本

英
紀

国
民
革
命
時
期
の
康
有
馬竹

内

弘
行

農
民
の
海
豊
農
民
運
動

蒲

豊
彦

二

月

l
五
日

郵
相
的
宗
族
主
義
和
海
陸
豊
農
民

運
動

滞

豊
彦

許
孫
中
山
組
籍
問
題
的
争
論

方

式
光

開
拓
輿
奮
進
‥
孫
中
山
的
政
治
生

涯
的
歴
程

張

森

孫
文
の

｢主
義
｣
観
に
つ
い
て

山
口
1
郎

･
野
間
和
則

孫
中
山
研
究
典
中
日
友
好陳

錫
棋

1
1
月
二

〇
日

か
山
西
犠
牲
同
盟
合
″
初
採

萩
野

修
二

一
一
月
二
七
日

A
安
徽
俗
話
報
V

に
つ
い
て

河
田

悌

一

1
二
月

四

日

駅
西
省
に
お
け
る
水
利
建
設
を
め

ぐ

っ
て

川
井

悟

大
朝
道
教
の
研
究

粧
長

吉
川

忠
夫

梁
の
道
士
陶
弘
貴
が
編
纂
し
た

『
寅
詰
』
七
篇
全
二
十

巻
の
合
議
を
通
し
て
六
朝
道
教
の

T
端
を
う
か
が
お
う
と

す
る
本
研
究
班
は
'
昨
年
度
､
斯
書
の
解
題
的
部
分
で
あ

る
巻
十
九

･
二
十
と
､
第

一
巻
と
を
読
み
お
え
て
い
る
｡

本
年
度
も
ま
た
'
所
の
内
外
よ
り
二
十
名
程
の
参
加
を
得

て
'
第
二

･
三
巻
の
辞
註
作
業
を
纏
顔
中
で
あ
る
｡

中
国
中
世
の
文
物

碇
長

磯
波

護

近
年
'
中
国
で
陸
席
と
敬
表
さ
れ
る
出
土
文
物
は
､
文

戯
史
料
に
限
界
を
感
ず
る
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め

て
い
る
｡
同
時
代
資
料
た
る
様
々
な
文
物
の
研
究
は
'
正

史
の
如
き
編
纂
史
料
を
補
い
'
あ
る
い
は
訂
正
す
る
だ
け

で
な
く
へ
未
知
の
研
究
領
域
を
開
拓
す
る
糸
口
と
も
な
り

得
る
｡
本
研
究
班
は
､
中
国
の
中
世

(
こ
こ
で
は
大
ま
か

に
秦
漠
代
か
ら
唐
末
に
至
る
贋
い
時
代
を
指
す
)
の
'
侍

世
品
を
含
む
様
々
な
出
土
文
物
を
紹
介
し
て
そ
の
歴
史
的

意
義
を
検
討
し
'
研
究
の
視
野
を
贋
げ
て
い
-
こ
と
を
目

七
五
三



東

方

学

報

的
と
し
て
'

7
九
八
六
年
四
月
よ
り
五
年
間
の
橡
定
で
簡

足
し
た
｡
折
の
内
外
か
ら
三
〇
名
近
い
班
員
の
参
加
を
得

て
'
隔
週
水
曜
日
に
文
物
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
報
告
が

行
わ
れ
て
い
る
｡

今
年
は
以
下
の
研
究
敬
表
が
行
な
わ
れ
た
o

7
月
二

7
日

二

月

四

日

二

月
二
五
日

旬

月
1
五
日

五
月

六

日

五

月
二

〇
日

六

月

三

日

六

月

一
七
日

七

月

一
日

九

月

一
六
日

1
0
月

七

日

7.
〇
月
二

7
日

二

月

7
八
日

7
二
月

二

日

黄
泉
の
国
の
土
地
責
員
-

漠
貌

六
朝
地
券
考

富
谷

至

東
漠
時
期
の
益
術
道
教
資
料

小
南

1
郎

六
朝
後
牛
期
に
お
け
る
道
教
の
死

生
観

-

墓
と
の
関
連
に
つ
い

て

都
築

晶
子

裳
陽
張
氏
墓
誌
研
究

谷
川

道
雄

杭
州
六
和
塔
四
十
二
責
経
碑
の
周

遠

赤
松

明
彦

西
菅
の
賓
皇
后
の
乳
母
徐
義
の
墓

誌
銘
に
つ
い
て

福
原

啓
郎

和
林
格
爾
漠
基
壁
蓋
に
見
え
る
官

衛
と
属
吏

佐
原

康
夫

洛
陽
の
唐
代
墓
誌

申
砂

明
徳

唐
代
石
刻
官
文
書
二
種
～

賜
慮

正
道
勅
と
勅
内
荘
宅

使
牒

砺
波

護

教
壇
莫
高
窟
の
山
水
表
現
に
つ
い

て

河
野

道
房

道
教
の
道
系
と
秤
の
法
統吉

川

忠
夫

式
盤
に
つ
い
て

新
井

曹
司

梁
王
墓
砕
誌
銘

中
村

圭
爾

房
山
石
経
と
雲
居
寺
-

近
刊

『房
山
石
軽
題
記
棄
編
』
を
手

が
か
り
に

気
賀
滞
保
規

四
-
八
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド斑

長

森
山

正
造

1
九
八
六
年
四
月
よ
り
五
年
計
量
で
開
始
し
た
研
究
班

の
目
標

(東
方
学
報
第
五
十
九
EB
､
六
〇
四
貢
参
照
)
の

う
ち
'
『往
五
天
竺
国
停
』

の
現
代
語

辞
と
注
粋
と
の
作

成
は
､
八
七
年

1
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
期
間

に
'
西

天
竺
国
よ
り
謝
舶
国
ま
で
の
記
事
を
終
了
し
た
.
接
富
者

は
､
林
武
薫

･
赤
松
明
彦

･
井
狩
摘
介

･
森
安
孝
夫

･
宿

業
穣

･
杉
山
正
明

･
乗
山
正
造
で
､
現
代
語
詳
及
び
語
注

と
'
内
容
注
と
を
別
人
が
据
嘗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
両

者
の
精
度
を
増
す
こ
と
に
つ
と
め
た
｡

テ
キ
ス
ト
は
､
ペ

-
オ

･
羽
田
共
編

『敦
燈
遺
書
』
上
甜
分
に
基
き
'
羽
田

亨

｢慧
超
往
五
天
竺
国
停

連
銀
｣
･
W
.F
u
ch
s.
H
u
e
iI

ch
.a
o
.s
P
ilg
erreise
d
u
rch
N
ord
w
est
⊥
ndien
u
nd

Z
en
tr
a
lIA
sien
u
m

726
を
参
照
し
て
い

る
｡

日

本

部

近
代
日
本
の
政
治
連
動

粧
長

古
屋

哲
夫

こ
の
研
究
班
は
尊
王
擾
夷
連
動
か
ら
昭
和
初
期
の
社
食

運
動
ま
で
､
近
代
日
本
の
諸
種
の
政
治
運
動
を
比
較
研
究

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
政
治
運
動
が

生
起
す
る
儀
件
に
は
'
政
治
礎
制
の
集
権
化
､
議
合
の
制

度
化
､
政
憲
政
治
の
進
展
､
種
々
の
社
食
某
国
の
政
治
化

な
ど
の
政
治
構
造
の
塑
化
が
あ
る
が
'
こ
う
し
た
変
動
に

よ
っ
て
生
成

･
展
開
し
て
く
る
政
治
運
動
を
比
較

･
検
討

す
る
親
鮎
と
し
て
'
運
動
の
組
織
､
綱
領
の
作
成
､
財
政

基
盤
'
組
織
指
導
の
あ
り
方
等
を
と
り
あ
げ
'
政
治
連
動

に
共
通
す
る
特
質
を
さ
ぐ
り
'
同
時
に
近
代
日
本
の
政
治

そ
の
も
の
の
特
徴
を
追
求
す
る
｡

国
民
文
化
の
成
立
-
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
相

斑
長

飛
鳥
井
雅
道

本
研
究
班
も
再
び
第
二
同
の
取
り
ま
と
め
の
時
期
を
迎

七
五
四

え
'
各
報
告
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
と
い
う
ナ

シ
ョ
ナ
-
ズ
ム
の
高
揚
を
論
鮎
に
収
束
し
て
き
た
観
が
あ

る
｡
報
告
書
に
お
い
て
は
'

内
政
と
外
交
'
政
府
輿
薫

と
野
某
氏
薫
'
貴
族
院
と
衆
議
院
､
中
央
と
地
方
､
西
欧

文
化
と
樽
統
文
化
な
ど
と
い
っ
た
種
々
の
封
立

･
止
鼓
と

し
て
の
文
化
状
況
に
つ
い
て
の
各
論
が
出
揃
う
改
定
で
あ

る
｡

一
九

世
紀
の
文
明
史
的
研
究

姓
長

横
山

俊
夫

人
類
史
に
お
い
て

一
九
世
紀
と
は
何
で
あ

っ
た
の
か
?

こ

の
問
い
へ
の
答
え
を
'
昔
時
の
情
報
停
播
技
術
と
諸
文

明

の
態
様
と
の
連
関
と
い
う
顕
鮎
か
ら
さ
ぐ
っ
て
い
る
｡

三
年
近
い
討
論
を
笹
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
は
'

一

九
世
紀
の
様
々
な
人
々
が
'
眼

に
見

え
る
も

の

･
見
え

な
い
も
の
を
め
ぐ

っ
て
際
立

っ
た
こ
だ
わ
り
を
示
す
現
象

で
あ
る
｡
本
年
度
末
よ
り
'
報
告
書

『
視
覚
の

一
九
世
紀

(借
題
)
』
の
編
集
作
業
を
始
め
る
｡

日
本

･
東
方

･
西
洋
各
部
か
ら
の
所
内
鉱
員
に
加
え
､

本
年
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
B

･
パ
ウ
エ
ル
博
士
'

中
国
社
合
科
学
院
の
清
吉
星
教
授
が
客
員
鉦
員
と
し
て
参

加
し
た
｡

｢
満

州

国

｣
の
研
究

姓
長

山
本

有
造

本
研
究
合
は
'
日
本
の
植
民
地
支
配
の
主
要
な

一
環
を

な
し
た

｢満
州
｣
-
中
国
東
北
地
域
に
つ
い
て
､
そ
の
最

終
形
態
と
し
て
の

｢満
州
国
｣
期
に
焦
鮎
を
あ
て
'
支
配

の
賓
態
を
統
合
的
に

(政
治
的

･
経
済
的

･
文
化
的
諸
側

面
'
な
ら
び
に
日
本
植
民
地
史
的
お
よ
び
中
国
地
域
史
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
合
せ
て
)
究
明
し
よ
う
と
す
る
｡

一
年
間

の
準
備
合
の
の
ち
'

一
九
八
七
年
四
月
よ
り
正
式
に
費
足

し
'
現
在
隔
週
に
研
究
合
を
開
い
て
い
る
｡

関
西
に
お
け
る
関
係
研
究
者
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
'
関
東
方
面
か
ら
ゲ
ス
+

･
ス
ピ
ー
カ
I
を
招
-
な
ど

報
告
の
幅
を
贋
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
｡
所
内
外
の
関

心
の
あ
る
各
位
の
参
加
を
歓
迎
す
る
｡



西

洋

部

l
八
世
紀
ヨ
I
EI
ツ
パ
の
空
間
認
識

班
長

樋
口

謹

一

7
八
世
紀
は
'

7
七
世
紀
ま
で
の
閉
じ
た
世
界
か
ら
脱

け
出
そ
う
と
す
る
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
'

一
九
世
紀
か

ら
の
歴
史
の
時
代
と
も
ま
た
違
っ
た
様
相
を
も
つ
時
代
で

あ
る
｡
本
研
究
は
'
こ
の
時
代
の
経
験
し
た
杢
間
認
識
の

大
幅
な
旗
大
と
変
化
を
､
自
然
的

･
社
食
的

･
シ
ン
ボ
ル

的
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
お
い
て
あ
と
づ
け
'
そ
れ
に

ょ
っ
て
こ
の
時
代
の
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
を
浮
彫
り
に
す
る

こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
論
文
の
執
筆

･
検
討

は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
'
そ
れ
を
ま
と
め
た
研
究
報
告

『
巷
間
の
世
紀
』
が

1
九
八
八
年
三
月
に
筑
摩
書
房
よ
り

刊
行
さ
れ
る
後
足
で
あ
る
｡

諸
宗
数
の
比
較
論
的
研
究

班
長

山
下

正
男

本
研
究
は
'
キ
-
ス
ト
敦
'
イ
ス
ラ
ム
教
､
悌
敦
'
ヒ

ン
ズ
ー
教
'
道
教
'
神
道
'
各
種
民
間
宗
教
を
研
究
封
象

と
す
る
｡
研
究
方
法
は
文
献
学
的
方
法
と
フ
ィ
ー
ル
ド
･

ワ
ー
ク
的
方
法
を
併
用
す
る
｡

粧
員
は
前
掲
の
諸
宗
教
の
う
ち
の
1
つ
ま
た
は
二
つ
の

専
門
家
で
あ
っ
て
'
各
人
は
研
究
合
の
場
で
'
自
己
の
分

野
の
専
門
的
知
識
を
提
供
す
る
と
と
も
に
'
他
の
分
野
の

専
門
家
と
共
同
し
て
比
較
研
究
に
努
め
る
｡
そ
の
場
合
'

各
宗
教
の
も
つ
重
層
性
に
留
意
す
る
｡
重
厚
性
と
は
､
神

学
レ
ベ
ル
'
儀
穏
レ
ベ
ル
'
民
俗
撃
的
レ
ベ
ル
か
ら
な
る

重
層
性
を
意
味
す
る
｡
そ
し
て
比
較
に
際
し
て
は
こ
の
三

つ
の
レ
ベ
ル
の
混
同
を
避
け
る
よ
う
に
努
め
る
｡

本
研
究
の
最
終
目
標
は
､
諸
宗
教
の
比
較
に
よ
っ
て
'

宗
教

一
般
の
蹄
納
法
的
定
義
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
｡

国
家
の
比
較
史
的
研
究

碇
長

中
村
貿
二
郎

本
研
究
は
前
近
代
社
食
に
お
け
る
国
家
の
諸
機
能
を
明

桑

報

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
｡
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

･

近
世
国
家
を
王
封
象
と
し
つ
つ
も
'
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
代
､
日
本

･
中
国

･
西
ア
ジ
ア
と
の
比
較
を
も
行
な
っ

て
い
る
｡
鉱
員
の
問
題
関
心
も
し
だ
い
に
収
飲
さ
れ
'
王

権
の
象
徴
的
機
能
､
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
現
'
国
家

の
司
法

･
行
政

･
財
政
機
構
'
民
族

･
国
民
意
識
な
ど
が

本
年
度
の
主
た
る
考
察
封
象
で
あ
っ
た
｡

民
族
誌
記
述
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

斑
長

谷

泰

初
年
度
は
お
も
に
民
族
誌
記
述
の
方
法
'
遡
っ
て
ほ
そ

れ
を
行
な
う
際
の
前
提
作
業
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お

け
る
意
味
の
謹
み
と
り
に
係
わ
る
最
近
の
方
法
論
上
の
議

論
や
主
張
を
批
判
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
焦
鮎
を
お
い
た
｡

八
六
年
度
は
'
こ
れ
ら
の
作
業
の
上
に
立
っ
て
'
個
々
の

斑
員
の
フ
ィ
ー
ル
ド
お
よ
び
関
心
封
象
に
慮
じ
て
'
具
鱒

的
な
民
族
誌
的
ケ
ー
ス
･
ス
タ
デ
ィ
の
開
陳
が
な
さ
れ
た
｡

も
ち
ろ
ん
報
告
者
に
魔
じ
て
､
志
向
す
る
記
述
の
封
象
は

異
な
っ
た
が
'
い
く
つ
か
の
鮎
で
鉱
員
間
に
合
意
が
成
立

し
っ
つ
あ
る
｡

知
識
と
秩
序

-

近
代
に
お
け
る
そ
の
再
編
過
程

鑑
長

阪
上

孝

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
は
さ
ん
で
一
八
世
紀
牛
か
ら

1
八
三

〇
年
頃
に
い
た
る
時
期
は
'
政
治

･
経
済
の
暦
域
の
み
な

ら
ず
知
識
の
領
域
に
お
い
て
も
大
き
な
革
新
が
進
行
L
t

し
か
も
'
知
識
と
社
食
の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代

で
あ
る
｡
社
食
秩
序
は
碑
に
よ
っ
て
輿
え
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
人
間
が
作
る
も
の
だ
と
い
う
新
た
な
前
提
の
も
と

で
'
秩
序
の
建
設
の
た
め
の
知
識
の
形
成
'
そ
の
知
識
の

制
度
化

･
社
食
化
が
重
要
な
課
題
と
な
り
'
ま
た
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
社
食
に
お
け
る
知
識
人
集
園
の
問
題
が
現
れ

て
-
る
の
で
あ
る
｡
本
研
究
は
､
こ
の
時
期
の
知
識
と
秩

序
の
関
係
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
近
代

敢
合
の
問
題
性
を
そ
の
原
鮎
に
お
い
て
把
超
し
､
同
時
に
'

近
く
二
百
周
年
を
迎
え
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
'
徒

乗
と
は
ち
が
っ
た
角
度
か
ら
光
を
嘗
て
る
こ

と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
｡
目
下
'
各
分
野
の
研
究

成
果
を
持
ち

寄
り
'
共
通
の
枠
組
を
作
る
作
業
を
進
め
て
い
る
｡

フ
ラ
ン
ス
･
ロ
マ
ン
主
義
の
研
究

班
長

宇
佐
美

野

本
研
究
班
は
､
以
下
の
趣
旨
に
基
い
て
'

一
九
八
七
年

四
月
に
活
動
を
開
始
し
た
｡

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
お
い
て
ロ
マ
ン
主
義
が
提
起
し
た
問

題
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
る
｡
そ
の
際
'
音

発
､
美
術
'
演
劇
な
ど
の
諸
聾
術
と
の
関
わ
り
'
政
治
や

社
食
の
変
動
が
及
ぼ
し
た
影
響
'
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
ク

ス
ト
'
お
よ
び
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
比
較
封
願
の

硯
鮎
を
も
重
視
す
る
｡
つ
い
で
そ
れ
ら
の
諸
問
題
が
ど
の

よ
う
に
煮
つ
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
問
う
｡
特
に
十
九
世

紀
後
年
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
の
展
開
'
結
茸
あ
る
い
は

変
貌
ま
で
を
見
と
ど
け
た
い
o
絶
っ
て
時
代
区
分
と
し
て

は
､
十
八
世
紀
牛
ば
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
を
視
野
に

収
め
る
｡

な
お
研
究
期
間
は
'

1
九
九

1
年
三
月
末
ま
で
の
四
年

間
の
改
定
で
あ
る
｡

停
統
文
化
の
構
造

-
古
代
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
･
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
民
族
の
文
化
比
較
-

斑
長

井
狩

摘
介

本
年
四
月
よ
り
開
始
し
た
本
研
究
班
で
は
､
表
記
の
課

題
に
関
L
t
三
年
計
童
で
ま
ず
古
代
イ
ン
ド
の
停
統
文
化

に
焦
鮎
を
あ
て
'
い
わ
ゆ
る

｢
イ
ン
ド
世
界
｣
を
成
立
せ

し
め
て
い
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
社
食
の
複
合
文
化
形
成
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
内
的
構
造
の
解
明
を
お
こ
な
う
こ
と
を

意
囲
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
問
題
鮎
は
多
岐
に
亘
り
'
従

来
の
諸
研
究
が
問
題
を

1
般
化
す
る
あ
ま
り
に
や
や
も
す

れ
ば
抽
象
的
な
議
論
に
障
る
傾
向
が
あ
る
の
で
'
本
研
究

で
は
特
定
の
時
代

･
地
域
に
関
心
を
限
定
し
て
具
鱒
的
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
設
定
の
な
か
で
班
員
の
も

つ
知
見
を

つ
き
あ
わ
せ
て
ゆ
-
方
針
を
採
っ
て
い
る
｡
さ
し
あ
た

っ
て
は
､
イ
ン
ド
世
界
の
北
西
遠
鏡
の
地
カ
シ
ミ
ー
ル
で

七
五
五



東

方

学

報

成
立
し
た
最
古
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
散
文
戯

｢
ニ
ー
ラ

マ
ク

(N
i】am
a
ta
)｣
を
封
象
の
中
心
に
据
え
'
関
連
諸
文
献
を

贋
範
に
参
照
し
っ
つ
'
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
検
討
と
分
析
の

作
業
を
進
め
つ
つ
あ
る
｡
十
二
月
ま
で
に
全
健
の
約
三
分

の
1
に
あ
た
る
部
分
ま
で
の
検
討
を
終
え
た
.
カ
シ
ミ
ー

ル
地
域
に
お
け
る
古
代
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
諸
特
徴
を
多
面

的
に
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
地
方
的
特
徴
と
超
地
域
的
性

格
を
併
せ
も
つ
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
文
化
の
複
合
的
性
格
と
そ

の
形
成
の
ダ
イ
ナ
､､､
ッ
ク
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
富

商
の
目
棟
で
あ
る
｡

客

員

部

門

明
清
時
代
の
国
家
と
融
曹

波
長

岩
見

宏

谷
口
規
矩
雄

研
究
替
表
に
よ
っ
て
合
を
進
め
て
い
る
が
､
本
年
後
年

か
ら
は
特
に
研
究
報
告
作
成
を
念
頭
に
お
き
'
題
目
を
な

る
べ
-
明
末
清
初
期
に
絞
る
よ
う
班
員
各
位
に
要
請
し
た
｡

な
お
岩
見
宏
は
八
六
年
度
を
も
っ
て
退
官
し
た
た
め
､
四

月
か
ら
谷
口
規
矩
雄
が
代
っ
て
鑑
長
と
な
っ
た
｡

T
月
二
〇
日

一
月
二
七
日

二

月

三

日

四

月
二
八
日

五

月

一
二
日

五

月

一
九
日

隈
元
秤
師
日
本
渡
来
の
事
情

-

特
に
南
明
と
の
関
係
に
つ

い
て
･-
-

小
野

和
子

清
末
民
初
の
呉
錦
堂

-

『顔

刻
杜
白
雨
湖
全
書
』
に
つ
い
て

森
田

明

贋
東
薫
育

養
の
乱

山
根

幸
夫

明
末
の
流
威
集
圃
形
成
に
関
す
る

覚
書

吉
尾

寛

明
代
後
期
の
沿
海
航
運

松
浦

章

晴
代
の
地
方
経
費
と
附
加
税
問
題

岩
井

茂
樹

五

月
二
六
日

六

月

二

日

六

月

九

日

六

月
十
六
日

六

月
二
三
日

六

月
三
〇
日

九

月
二
九
日

一
〇
月

六

日

一
〇
月

丁
三
日

T〇
月
二
〇
日

1
0
月
二
七
日

1

1月
7
0
日

二

月

1
七
日

1
1
月
二
四
日

一
二
月

一
日

ア
ヘ
ン
問
題
と

｢失
察
虞
分
｣

井
上

裕
正

顧
炎
武
官
田
論
に
お
け
る

｢
国
家

之
所
有
｣
詮
の
背
景

森

正
夫

彰
紹
升
の
思
想

-

乾
隆
期
士

大
夫
と
係
数
に
関
す
る

1
考
察

三
浦

秀

一

太
平
天
国
期
贋
西
少
数
民
族
の
抗

租

-

永
淳

･
横
州
-

宿
田

清

一

末
代
以
降
に
お
け
る
宗
族
の
特
質

の
再
検
討
1

仁
井
田
慶
の
同

族

｢共
同
鰭

｣

論
を
め
ぐ
っ
て

井
上

徹

華
北
に
お
け
る

7
候
鞭
法
の
展
開

谷
口
規
矩
雄

明
初
城
陸
考

演
島

敦
俊

清
代
華
北
農
村
融
合
の
一
特
徴

1

零
細
経
管
農
民
と
清
代
民

間
宗
教
の
侍
播
-

小
田

則
子

『南
海
沙
頭
虞
民
族
語
』
に
つ
い

て

松
田

吾
郎

清
初
宴
江
開
溶
問
題
を
め
ぐ
っ
て

夫
馬

進

新
都
の
楊
氏

森

紀
子

張
氏
願
事
林
先
生
年
譜
拾
補

井
上

進

『
高
層
合
計
録
』
を
め
ぐ
っ
て

岩
見

宏

『留
書
』
に
つ
い
て

小
野

和
子

明
末
の
朝
鮮
使
節
の
見
た
北
京

松
浦

章

七
五
六

個

人

研

究

東

方

部

中
国
音
韻
史
の
研
究

般
周
文
物
の
考
古
撃
的
研
究

中
国
の
詩
学

中
国
古
代
の
讐
撃
と
思
想

末
代
の
官
僚
制
度

六
朝
階
層
精
神
史

階
唐
社
食
史
研
究

五
四
時
期
に
お
け
る
中
国
社
食
主
義
の
研
究

プ

レ
=
イ
ス
ラ
ム
期
中
央
ア
ジ
ア
の
考
古
学

尾
崎
雄
二
郎

林

巳
姦
夫

荒
井

健

山
田

慶
兄

梅
原

郁

吉
川

忠
夫

砺
波

護

狭
間

直
樹

中
国
中
世
土
地
所
有
の
研
究

六
朝
道
教
思
想
研
究

古
代
中
国
に
お
け
る
詮
話
停
承
の
研
究

中
国
美
術
の
造
形
と
意
味

中
国
建
築
の
様
式

･
技
法

･
茎
間

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
中
国
社
合

東
北
作
家
の
文
学

周
代
金
文
の
研
究

イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る
論
理
思
想
の
展
開

明
清
孝
術
史
の
研
究

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
労
働
運
動

封
書
資

料
に
よ
る
漢
語
音
韻
史
研
究

明
末
滞
初
士
大
夫
思
想
研
究

中
国
古
代
都
市
論

漢
庸
間
に
お
け
る
天
文
学
と
文
化

中
国
近
現
代
教
育
史
の
研
究

中
団
の
中
世

･
近
世
経
書

小 変 勝 =莱
南 谷 村 山

曾
布
川

河 新 新 佐 三 林 江 井 赤 漁 村 杉 田
野 保 井 原 浦 田 上 松 原 田 山 中

道 教 晋 康 秀 武 志 明 達 裕 正 一 邦 哲 正
房 子 司 夫 一 章 治 進 彦 邦 子 明 淡 寛 邦 夫 也 進



日

本

部

日
本
近
代
文
化
史
の
研
究

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
研
究

植
民
地
経
済
の
研
究

麿
藩
置
願
の
研
究

飛
鳥
井
雅
道

古
屋

哲
夫

山
本

有
造

佐
々
木

克

文
化
史
お
よ
び
文
明
史
と
し
て
の
国
民
国
家
の
形
成

横
山

俊
夫

日
本
近
世
社
合
に
お
け
る
政
治
権
力

政
治
文
化
の
中
の
社
合
理
論

近
代
天
皇
制
成
立
過
程
の
研
究

日
本
帝
国
主
義
の
経
済
構
造

日
本
近
代
文
学
の
研
究

近
代
日
本
形
成
期
に
お
け
る
地
域
構
造

西

洋

部

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
つ
い
て

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の

〝脱
出
″
に
つ
い
て

ド

イ
ツ
宗
教
改
革
史

西
洋
論
理
思
想
史

敢
合
的
相
互
行
馬
の
解
讃

近
代
社
食
と
家
族

フ
ラ
ン
ス
散
文
詩
の
研
究

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

イ
ン
ド
世
界
の
儀
程
の
研
究

群
衆
現
象
の
敢
合
掌

藤
井

譲
治

山
室

信

一

鈴
木

群
二

杉
本

俊
宏

中
田

由
美

奥
村

弘

樋
口

謹

一

多
田
道
太
郎

中
村
質
二
郎

山
下

正
男

谷

泰

阪
上

孝

宇
佐
美

奔

前
川

和
也

井
狩

爾
介

富
永

茂
樹

小
南

一
郎

｢環
に
つ
い
て
｣

林

巳
姦
夫

二

月

一
八
日

｢後
漠
時
代
の
天
文
撃
と
政
治
制

度
に
つ
い
て
｣

新
井

曹
司

｢
四
十
二
幸
経
に
つ
い
て
｣

赤
松

明
彦

二

月
二
五
日

｢彰
紹
升
の
寓
物

一
髄
論
に
つ
い

て
｣

三
浦

秀

一

三

月

二

日

｢萌
芽
期
の
東
北
文
学
｣村

田

裕
子

｢宋
代
の
形
勢
と
宮
戸
｣梅

原

郁

開
所
記
念
公
開
講
演
曹

1
九
八
七
年

二

月
五
日

願
炎
武
の
草
間
と
そ
の
生
涯

統
計
学
と
社
食
秩
序

於

本
館
大
合
議
室

井
上

進

富
永

茂
樹

五

月

1
三
日

｢扇
鵠
侍
設
｣

東
方
撃
報
59
班
書
評

1
二
月
二
三
日

吉
川
論
文
許

事

業

概

況

山
田

慶
鬼

村
田

裕
子

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
二
世
紀
の
論
理
学
と
意
味
論

岩
熊

社
食
構
造
の
概
念
に
関
す
る
社
食
哲
撃
的
考
察薩

田

幸
男

西
洋
中
世
政
治
思
想
史

民
族
接
鯖
と
異
文
化
の
相
互
作
用

デ
カ
ダ
ン
ス
研
究

甚
野

細
川

鈴
木

俸 弘 樹
司 明 志 彰

東
方
部
研
究
官

一
月
二
八
日

｢王
度
｢古
鏡
記
｣-
大
原
王
氏
の
侍
承
｣

夏
期
講
座

-

文
化
接
鯛
の
諸
相
-

1
九
八
七
年
八
月

於

本
館
大
合
議
室

1
日

日
本
領
事
報
告
と
中
国
市
場

杉
本

俊
宏

一
九
世
紀
の
視
覚

-
メ
ア
-
イ
･
フ
レ

イ
ザ
-
の
明
治
日
本
-

横
山

俊
夫

二
日

ク
ル
カ

･
因
明

･
ロ
ゴ
ス

ー
イ
ン
ド
論

理
学
は
い
か
に
都
辞
さ
れ
た
か
-

赤
松

明
彦

名
撃
の
末
期

-

『
三
国
志
』
華
伯
侍
を

讃
む
ー

山
田

慶
兄

三
日

デ
カ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
っ
て

鈴
木

啓
司

｢

夕
日
｣
と
文
学

-
フ
ラ
ン
ス
近
代
を

中
心
に
1

宇
佐
美

斉

譲
合
の
開
設

-
明
治
二
三
年
の
精
神
状
況
-

飛
鳥
井
雅
追

停
年
退
官
教
授
講
演
曾

1
九
八
七
年
三
月

一
九
日

午
後
三
時於

本
館
大
合
議
室

同
時
代
と
し
て
の
中
国

竹
内

責

1
九
八
七
年
度
漢
籍
換
嘗
職
員
講
習
曾

〔漢
籍
電
算
虞
理
〕
は
'
本
草
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
二

月
九
日
よ
り
同
月

一
三
日
ま
で
次
の

通
り
行
な
わ
れ
た
｡

九
日

漢
字
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

(講
演
)

大
型
計
算
機

セ
ン
タ
ー
教
授

･

星
野

聴

東
洋
撃
文
献
類
目
の
編
纂
と
フ
ォ
ー

マ
ッ

ト

(講
義
)

都
築

澄
子

コ
ー
ド
系
の
諸
問
題

(講
義
)
勝
村

哲
也

東
洋
撃
文
献
類
目
の
計
算
機
庭
理

(-
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

河
野

典

一〇
日

A
L
A
文
字
と
東
南
ア
ジ
ア
言
語
虞
理

(講
義
)

帝
国
女
子
短
大
助
教
授

桶
谷
猪
久
夫

漢
字
と
I
I
S
外
字
の
彪
理

(講
義
)

一帝
国
女
子
短
大
助
教
授

桶
谷
猪
久
夫

東
洋
学
文
献
類
目
の
計
算
機
虞
理

(Ⅰ
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

村
尾

義
和

七
五
七



東

方

学

報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(-
)

(茸
習
)

二

日

計
算
機
入
門

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

島
崎

崖

昭

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(=
)

(賓
習
)

7
二
日

エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
情
報
検
索

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

大
西

淳

大
挙
間

･
固
書
館
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(請

義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
講
師

飯
田

記
子

学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

金
浮

正
憲

デ

ー
タ
ー
ベ
ー
ス
検
索

(Ⅲ
)

(箕
習
)

一
三
日

附
属
囲
書
館
見
学

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
見
学

東
洋
学
文
献
類
目
と
漢
籍
日
銀
の
電
算
化

(講
義
)

勝
村

哲
也

質
疑
鷹
答

丁
九
八
七
年
度
漢
籍
据
官
職
鼻
講
習
曾

文
部
省
と
本
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

に
よ
り
へ
〔中
級
〕
は
､
二

月

1
六
日
か
ら
同
月

二

1

日
ま
で
'
次
の
通
り
行
な
わ
れ
た
｡

二

月

〓
ハ
日

中
国
の
書
物

(講
読
)

尾
崎
雄
二
郎

経
郡
書

(講
義
)
(賓
習
)
吉
川

忠
夫

二

月

一
七
日

史
部
書

(講
義
)
(賓
習
)
梅
原

郁

子
部
書

(講
義
)
(賓
習
)

砺
波

護

二

月

一
八
日

集
部
書

(講
義
)

(茸
習
)荒

井

健

二

月

一
九
日

附
属
固
書
館
見
学

最
近
に
於
け
る
中
国
の
出
版
事
情

K
K
東
方
書
店
大
阪
営
業
所
長

竹
部

豊

朝
鮮
本

(講
義
)

(責
習
)

二

月
二
〇
日

目
録
法

(講
義
)

(賓
習
)

滋
賀
大
学
助
教
授

井波
陵

1

1
1
月
二
1
日

質
疑
腹
答

所

員

動

静

○

竹
内

箕
教
授

(東
方
部
)
は
'
停
年
退
官

(三
月
三

1
日
付
)
京
都
大
学
名
著
教
授
の
構
観
を
援
兵
.

〇

尾
崎
雄
二
郎
教
授

(東
方
部
)
は
'
雷
研
究
所
長
に
就

任
'
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任

(以
上
四

月

一
日
付
)
0

○

谷
口
規
矩
雄
大
阪
大
学
教
養
部
教
授
は
'
併
任
教
授
に

(東
方
部
)
0
(比
較
文
化
研
究
部
門
'
四
月

7
日
-

1

九
八
八
年
三
月
三
1
日
)
.

〇

井
上
輝
夫
慶
庵
義
塾
大
学
経
済
学
部
助
教
授
は
'
非
常

勤
講
師

(日
本
部
)
0
(以
上
比
較
文
化
研
究
部
門
'
八

五
年
四
月

1
日
～
八

八

年
三
月
三
1
日
)
.

〇
天
野
史
郎
講
師

(西
洋
部
)
は
､
解
職

(三
月
三
1
日

付
)
'
明
治
学
院
大
挙
国
際
学
部
助
教
授
に
特
出
｡

○
宮
等
法
子
助
手

(東
方
部
)
は
､
三
重
大
学
人
文
撃
部

助
教
授
に
昇
任

(三
月
三
一
日
付
)
｡

o
新
保
敦
子
氏
を
助
手

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)

に
採
用
｡

o

鈴
木
啓
司
氏
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(以
上
四
月

七
五
八

1
日
付
)

0

o

井
上
章
7

助
手

(日
本
部
)
は
'
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
-
助
教
授
に
昇
任

(五
月
二
7
日
付
)0

o

河
野
道
房
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(六

月

一
日

付
)
0

○

赤
松
明
彦
助
手

(東
方
部
)
は
'
九
州
大
草
文
学
部
助

教
授
に
昇
任
｡

○

山
本
有
造
助
教
授

(日
本
部
)
は
'
教
授
に
昇
任

(以

上

二

月

1
日
付
)0

○

穿
谷
邦
夫
助
数
投

(東
方
部
)
は
､
二
月

〓
ハ
日
伊
丹

敬
'
中
国
社
合
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
､
四
川
大
撃

宗
教
研
究
所
'
武
富
山
道
教
協
合
'
湖
南
省
中
層
学
院

等
で
'
三
教
交
渉
の
思
想
史
的
研
究
を
終
え
'

一
二
月

1
四
日
韓
国
｡

○
山
田
慶
見
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金

(海
外
学
術
調
査
)
に
よ
り
'
二
月
二
七
日
伊

丹
敬
'
中
国
社
倉
科
撃
院
日
本
研
究
所
'
北
京
大
学
'

書
林
大
学
'
南
開
大
草
等
で
中
国
地
域
に
お
け
る
日
本

研
究
情
報
の
流
通
に
関
す
る
調
査
を
終
え
'
三
月

一
〇

日
韓
国
｡

○

林

巳
姦
夫
教
授

(東
方
部
)
は
､
四
月
五
日
伊
丹
敬
'

垂
漕
国
立
故
宮
博
物
院
で
中
国
古
代
玉
器
の
研
究
を
終

え
､
同
月

一
二
日
掃
国
｡

○

洩
田

彰
助
手

(西
洋
部
)
は
'
四
月
八
日
成
田
敬
､

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
撃
で
ア
ジ
ア
草
食
及
び
ポ

ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
･
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
に
参
加
し
､
シ
カ

ゴ
大
学
'
コ
-
ネ
ル
大
学
で
資
料
収
集
を
終
え
同
月
二

二
日
師
団
｡

○
田
中

淡
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
嬰
研
究

費
補
助
金

(海
外
学
術
調
査
)
に
よ
り
､
四
月
二
八
日

成
田
潜
､
耶
鄭
市
立
文
物
研
究
所
'
北
貌
洛
陽
城
'
鄭

州
等
で
日
本
と
中
国
に
お
け
る
都
市
の
比
較
史
的
調
査

を
終
え
'
五
月
二
八
日
蹄
国
｡



o
小
南

1
郎
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
五
月
四
日
伊
丹
賛
'

中
国
社
合
科
学
院
文
学
研
究
所
'
四
川
大
草
歴
史
系
'

山
東
大
学
中
文
系
等
で
中
国
古
典
小
説
と
民
間
文
車
の

関
係
に
つ
い
て
研
究
を
終
え
'

一
二
月

一
日
蹄
国
｡

o
吉
川
忠
夫
教
授

(東
方
郡
)
は
､
五
月

1
八
日
伊
丹
敬
､

北
京
大
草
歴
史
系
､
湖
北
省
政
令
科
学
院
等
で
六
朝
時

代
の
政
治
と
文
化
に
お
け
る
地
域
融
合
の
役
割
に
つ
い

て
の
研
究
を
終
え
'
六
月
八
日
韓
国
｡

o
多
田
道
太
郎
教
授

(西
洋
部
)
は
'
六
月
九
日
伊
丹
督
､

プ
ラ
ハ
'
ブ
タ
ペ
ス
ト
'
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
'
ロ
ン
ド

ン
市
内
各
地
で
世
界
の
歴
史
都
市
の
現
状
と
課
題
に
関

す
る
調
査

･
研
究
を
終
え
'
同
月
二
四
日
師
岡
｡

o
谷

泰
教
授

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費
補

助
金

(海
外
学
術
調
査
)
に
よ
り
六
月

一
五
日
伊
丹
敬
'

ス
-
ナ
ガ
ル
'
フ
ァ
ル
ガ
ム
周
遠
等
で
イ
ン
ド
正
大
陸

に
お
け
る
雑
穀
栽
培
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
農
牧
複
合
の
研

究
調
査
を
終
え
'
九
月

一
五
日
韓
国
｡

○
前
川
和
也
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
六
月
二
九
日
伊
丹

額
'
オ
ラ
ン
ダ
近
東
研
究
所
で
シ
ュ
メ
ー
ル
農
業
研
究

グ
ル
ー
プ
研
究
集
合
に
参
加
し
'
ロ
ン
ド
ン
大
英
博
物

館
で
シ
ュ
メ
ー
ル
農
業
に
関
す
る
研
究
調
査
'
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
考
古
博
物
館
で
模
形
文
書
の
研
究
を
終
え
'

八
月
二
八
日
蹄
国
｡

○

巣
山
正
造
教
授

(東
方
部
)
は
'
七
月

一
日
成
田
敬
'

イ
タ
-
ア
中
東
極
東
研
究
所
の
招
請
に
よ
り
'
ベ
ネ
ッ

イ
ア
で
開
催
さ
れ
た

｢
西
欧
に
お
け
る
第
九
同
南
ア
ジ

ア
考
古
草
食
｣
に
て
研
究
瀞
表
の
の
ち
'
ロ
T
マ
の
国

立
東
洋
美
術
館
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
の
資
料
収
集
を
終

え
'
同
月

一
五
日
帝
国
｡

o

村
田
裕
子
助
手

(東
方
郭
)
は
､
七
月

一
八
日
伊
丹
敬
'

黒
滝
江
大
学
､
書
林
大
学
等
で
東
北
障
落
期
文
学
に
関

す
る
資
料
収
集
を
終
え
､
八
月
五
日
蹄
国
｡

o
井
狩
爾
介
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

嚢

報

費
補
助
金

(海
外
学
術
調
査
)
に
よ
り
､
八
月

1
二
日

成
田
敬
'
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
各
所
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

儀
程
調
査
'
ス
-
ナ
ガ
ル
'
カ
ン
グ
ラ
'
ガ
ヤ
ー
等
で

ガ
ン
ジ
ス
河
流
域
の
複
合
文
化
形
成
動
因
の
比
較
研
究

を
終
え
'

T
〇
月

7
四
日
蹄
国
.

〇
山
室
信

一
助

教
授

(日
本
部
)
は
'
八
月

一
七
日
成
田

敬
'
ハ
ー
バ
ー
ド
イ
ェ
ン
チ
ン
研
究
所
で
客
員
研
究
員

と
し
て
比
較
日
米
政
治
思
想
史
研
究
を
し
､

一
九
八
八

年
八
月

一
九
日
蹄
国
漁
定
｡

○

東
山
正
造
教
授

(東
方
部
)
は
､

一
〇
月

一
九
日
成
田

敬
､
パ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ン
ド
州
に
お

け
る
併
教

･
イ
ス

ラ
ー
ム
敦
遺
跡
及
び
遺
物
の
調
査
'
ハ
イ
ル
プ
ル
大
学
'

ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
大
学
に
て
遺
物
調
査
の
の
ち
'
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
､､､-
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〇
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シ
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史
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〇
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研
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わ
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八
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